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　一般会計の歳入決算総額は1,010億5,031万円で、前年度決算に比べ14億9,172万円（1.5％）の増、歳出決算総額は
982億2,354万円で、前年度と比べて7億8,207万円（0.8％）の増となっています。
　今後も財政の健全性を維持しながら、市民サービスのさらなる充実に努めていきます。� �問　�財政課　☎内線270

令和元年度　山形市

決算を報告します

歳　　入
1,010億
5,031万円

市税（36.0％）
364億1,411万円
市税（36.0％）
364億1,411万円

国庫支出金（14.2％）
143億2,498万円
国庫支出金（14.2％）
143億2,498万円地方交付税（9.9％）

99億9,806万円
地方交付税（9.9％）
99億9,806万円

市債（9.0％）
91億580万円
市債（9.0％）
91億580万円

諸収入（7.3％）
73億8,717万円
諸収入（7.3％）
73億8,717万円

県支出金（6.7％）
67億5,879万円
県支出金（6.7％）
67億5,879万円

地方譲与税・交付金（6.2％）
62億8,526万円
地方譲与税・交付金（6.2％）
62億8,526万円

繰越金（2.1％）
21億1,713万円
繰越金（2.1％）
21億1,713万円

使用料および手数料（1.5％）
15億4,086万円
使用料および手数料（1.5％）
15億4,086万円

その他（7.1％）
71億1,815万円
その他（7.1％）
71億1,815万円

〈市税の内訳〉
市民税　個人 136億4,420万円
市民税　法人 33億9,774万円
固定資産税 147億3,827万円
軽自動車税 6億2,552万円
市たばこ税 13億9,521万円

目
的
税

入湯税
観光施設の整備や観光の振興に使われます。 5,042万円

都市計画税
市街化区域内の街路や公園の整備などに使われます。 25億6,275万円

会計名 歳入額（収入） 歳出額（支出） 差引額
一般会計 1,010億5,031万円 982億2,354万円 28億2,677万円

特
別
会
計

国民健康保険事業会計 230億6,203万円 228億　388万円 2億5,815万円
後期高齢者医療事業会計 32億7,742万円 32億5,565万円 2,177万円
介護保険事業会計 229億1,103万円 225億1,039万円 4億　　64万円
母子父子寡婦福祉資金貸付
事業会計 3,660万円 1,904万円 1,756万円

区画整理事業会計 7億6,312万円 7億6,302万円 10万円
財産区会計 758万円 686万円 72万円
駐車場事業会計 5億6,920万円 5億6,920万円 0万円
公設地方卸売市場事業会計 2億9,848万円 2億8,931万円 917万円
農業集落排水事業会計 2億2,305万円 2億2,017万円 288万円

合　　計 511億4,851万円 504億3,752万円 7億1,099万円

公
営
企
業
会
計

水道事業会計
収益的 65億5,359万円 54億2,652万円 11億2,707万円
資本的 9億7,061万円 32億2,220万円 △22億5,159万円

公共下水道
事業会計

収益的 82億3,066万円 80億4,604万円 1億8,462万円
資本的 69億7,732万円 94億　618万円 △24億2,886万円

市立病院済生館
事業会計

収益的 121億1,620万円 121億2,972万円 △1,352万円
資本的 5億1,044万円 15億1,713万円 △10億 669万円

山形市の市債残高（借入金）
一般会計 1,014億8,493万円
区画整理事業会計 11億8,620万円
駐車場事業会計 5,350万円
公設地方卸売市場事業会計 3億9,262万円
農業集落排水事業会計 9億2,315万円
水道事業会計 166億2,993万円
公共下水道事業会計 847億3,127万円
市立病院済生館事業会計 23億9,569万円
合計 2,077億9,729万円

山形市の基金（貯金）
財政調整基金 34億7,240万円
国民健康保険事業財政調整基金 9億3,806万円
スポーツ振興基金 2億1,350万円
減債基金 5,268万円
地域福祉基金 3億3,008万円
介護給付基金 6億8,637万円
地球温暖化対策等推進基金 1億3,238万円
体育施設整備基金 6億6,149万円
公共施設維持補修基金 8,299万円
農業戦略推進基金 3億5,250万円
その他の基金 4億7,400万円
合計 73億9,645万円

一般会計歳入

各会計の決算額

〈その他の内訳〉
寄附金 32億8,179万円
繰入金 24億4,292万円
分担金および負担金 10億1,348万円
財産収入 3億7,996万円

　昨年度決算と比較し、市税が地域経済および景気の状況か
ら４億818万円の増、国庫支出金が幼児教育・保育無償化に
伴う施設型給付費等負担金の増等により12億5,778万円の増、
地方交付税が中核市移行に伴う普通交付税の増等により７億
2,918万円の増、地方債がさくら保育園整備事業の完了に伴
う減等により７億9,410万円の減となっています。

※収益的…収益的収支。営業面から見た収支。
　資本的…資本的収支。設備など所有財産の面から見た収支。
※資本的収支の不足額は、これまで蓄えた純利益などの一部により補てんしています。

※歳入歳出差引額28億2,677万円のうち、８億4,411万円は繰り越した事業の財源としています。
19億8,266万円は次年度歳入へ繰り越しとなります。
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歳　　出
982億
2,354万円

民生費（37.2％）
子育て支援・福祉等

365億2,135万円

民生費（37.2％）
子育て支援・福祉等

365億2,135万円

土木費（13.4％）
道路や公園等の整備

131億6,874万円

土木費（13.4％）
道路や公園等の整備

131億6,874万円
労働費・農林水産業費・商工費（11.1％）
勤労者福祉・農業支援・観光振興等

109億2,369万円

労働費・農林水産業費・商工費（11.1％）
勤労者福祉・農業支援・観光振興等

109億2,369万円

教育費（10.9％）
学校整備や社会教育等

106億9,466万円

教育費（10.9％）
学校整備や社会教育等

106億9,466万円

議会費・総務費（9.7％）
議会の運営・地域づくりの支援等

95億3,520万円

議会費・総務費（9.7％）
議会の運営・地域づくりの支援等

95億3,520万円

衛生費（6.5％）
健康診査やごみ処理等

63億5,342万円

衛生費（6.5％）
健康診査やごみ処理等

63億5,342万円

消防費・災害復旧費（2.8％）
消防業務・災害復旧等

27億3,964万円

消防費・災害復旧費（2.8％）
消防業務・災害復旧等

27億3,964万円

公債費（8.4％）
市債の返還

82億8,684万円

公債費（8.4％）
市債の返還

82億8,684万円

　「健全化判断比率」・「資金不足比率」は、地方公共団体の財政の健全
化に関する法律に基づき公表するものです。今回の算定結果は、国で定
めている基準値（早期健全化基準・財政再生基準・経営健全化基準）を
下回っており、山形市の財政は健全な状態です。

【指標の説明】
実質赤字比率…実質赤字額の標準財政規模に対する
比率を表したもので、赤字額から見た健全度を示す。
＜対象会計＞普通会計
連結実質赤字比率…実質赤字額（または資金の不足
額）の標準財政規模に対する比率を表したもので、
赤字額から見た健全度を示す。
＜対象会計＞普通会計、公営事業会計
実質公債費比率…普通会計が負担する公債費および
公債費に準じた経費の、標準財政規模を基本とした
額に対する比率で表したもの（３カ年平均値）で、
公債費等の比重から見た健全度を示す。
＜対象会計＞普通会計、公営事業会計、一部事務組合
将来負担比率…普通会計が将来負担すべき実質的な
負債の、標準財政規模を基本とした額に対する比率
で表したもので、将来的に負担することになってい
る実質的な負債の比重から見た健全度を示す。
＜対象会計＞普通会計、公営事業会計、一部事務組
合、地方公社、第三セクター
資金不足比率…対象会計の事業規模に対する資金の
不足額の比率を表し経営健全度を示す。

■健全化判断比率
指標名 算定結果 早期健全化基準 財政再生基準

実質赤字比率 － 11.25% 20.00%

連結実質赤字比率 － 16.25% 30.00%

実質公債費比率 7.9％（8.0％） 25.0% 35.0%

将来負担比率 88.0％（84.1％） 350.0%

■資金不足比率

対象会計
算定
結果

経営
健全化基準

水道事業会計、公共下水道事業会計、市立病院済生館事業会計、
公設地方卸売市場事業会計、農業集落排水事業会計

－ 20.0%

一般会計歳出

山形市健全化判断比率・資金不足比率

※資金不足比率は、各会計とも資金不足が生じていないため「－（該当なし）」の表示をしてい
ます。

市ホームページ
で詳しい資料等
を公開していま
す。

　昨年度決算と比較し、民生費が幼児教育・保
育無償化に伴う施設型給付費の増等により８億
6,316万円の増、土木費が街路事業費の増等により
６億3,137万円の増、労働費・農林水産業費・商
工費が製造業等立地促進資金融資制度あっせん事
業貸付金の増等により５億7,036万円の増となっ
た一方、議会費・総務費が財政調整基金積立金の
減等により14億5,903万円の減となっています。

財 政 用 語 メ モ
◎地方交付税…市町村の財政力に応じて国から交付されるお金。所得税や酒税な

どの国税収入から分配されます。
◎地方譲与税・交付金…消費税や自動車重量税などの国税のうち、一定の割合で

交付されるお金。
◎市　　債…学校や道路・公園など、将来にわたって長期間使われる公共施設を

整備するために、国や銀行などから借り入れるお金。地方交付税の肩代わりで
ある臨時財政対策債も含みます。

◎諸収入…預金利子や各種貸付金の元利収入など。

※実質赤字比率、連結実質赤字比率は、黒字のため「－（該当なし）」の表示をしています。
※（　　）中の数値は、平成30年度決算の算定結果です。

※普通会計：山形市においては、一般会計、母子父子寡婦
福祉資金貸付事業会計、区画整理事業会計が該当します。

※公営事業会計：山形市においては、水道事業会計、公共
下水道事業会計、市立病院済生館事業会計、公設地方卸
売市場事業会計、農業集落排水事業会計、国民健康保険
事業会計、後期高齢者医療事業会計、介護保険事業会計、
駐車場事業会計が該当します。
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歳入
230億6,203万円

歳出
228億0,388万円

※保険給付費
156億3,660万円
（68.6％）

国保税
47億8,149万円
（20.7％）

県支出金
158億9,202万円
（68.9％）

一般会計繰入金
14億6,468万円
（6.4％）

基金繰入金
5億4,338万円（2.4％）

繰越金
2億8,629万円（1.2％）

国庫支出金
手数料
財産収入
諸収入
9,417万円
（0.4％）

諸支出金等
3億6,286万円
（1.6％）

事業費納付金
66億1,092万円
（29.0％）

保健事業費
1億9,350万円
（0.8％）

山形市国民健康保険の状況

（表２）（表１）

　国民健康保険（国保）は、病気やけがをしたときに安心して医療が受けられるように、日頃からお金
（国保税）を出し合い、必要な保険給付により生活の安定を図ることを目的とした医療保険制度です。
自営業や農業を営んでいる方、年金暮らしの方など、職場の健康保険に加入していない75歳未満の全
ての方を対象に、県と市が共同で運営しています。
　加入者の皆さんから納付していただいた国保税がどのように使われているかをお知らせします。
� �問　 国民健康保険課　☎内線３５６

　歳入は、国保税が全体の約21％の47億8,149万円となっており、そのほか、県からの交付金等を財源に事
業を運営しています。（表１）
　歳出は、病気等で医療機関を受診したときの費用等である保険給付費が156億3,660万円で全体の約69％
となっており、前年と比較して0.3％減少しています。また、平成30年度から国保の保険者となった県に対
して、事業費納付金を負担しています。（表２）
　歳入から歳出を差し引いた額、２億5,815万円を令和２年度に繰り越しています。

　９月１日現在で、山形市の総人口248,081人
に対し、国保加入者は44,377人で、加入率は約
18％となっています。また、世帯の加入率は約
28％です。
　加入者は年々減少を続けていますが、一人当
たりの医療費は増加傾向にあります。
　今後も厳しい保険財政の運営となることが予
想されることから、引き続き医療費の適正化へ
の取り組みにご理解とご協力をお願いします。

令和元年度国民健康保険事業会計の決算

国民健康保険の加入状況と一人当たりの医療費

※保険給付費とは、療養給付費、療養費、高額療養費、
出産育児一時金、葬祭費等です。

一人当たりの医療費

30年度 令和元年度平成27年度 28年度 29年度

過去５年間の加入者数と一人当たりの医療費

280,000

300,000

320,000

340,000

360,000

380,000

400,000

420,000

42,000

44,000

46,000

48,000

50,000

52,000

54,000
（人） （円）

加入者数加入者数
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厚生労働省
ホームページ

　一人一人の医療費の増加が国保税の負担増加にもつながります。日頃から健康づくりを心掛けましょう。
　重複・頻回受診者や生活習慣病の重症化リスクが高いにもかかわらず治療を行っていない方を対象に、保
健師等がお話を伺い、適正な受診のアドバイスを行っています。

マイナンバー総合フリーダイアル

0120-95-0178
受付時間（年末年始を除く）
平　日　午前９時30分～午後８時
土日祝　午前９時30分～午後５時30分

　マイナンバーカードを使えば、就職や転職、引っ越しをしても保険証の切り替えを待たずにカードで受診
できるようになります（保険者への加入の届出は引き続き必要です）。
　また、マイナポータルを活用して、ご自身の医療費情報や薬剤情報、特定健診情報を確認できるようにな
ります（令和３年予定）。
　なお、マイナンバーカードを保険証として利用するためには、事前の登録が必要です。
　詳しくは、厚生労働省のホームページをご覧いただくか、国民健康保険課（☎内線362）にお問い合わせ
ください。

マイナポータルから
保険証利用の申し込
みができます。
　　申請方法はこちら→

※これまでの保険証（１年更新）は、引き続き毎年送付しますので、マイナンバーカードがなくても受診で
きます。

＜医療費を有効に使うためのポイント＞
〇毎年健診を受け、病気の早期発見・早期治療を心掛け
ましょう。
〇具合の悪い時は我慢しないで、早めに診察を受けまし
ょう。
〇かかりつけ医療機関や薬局を持ちましょう。
〇ジェネリック医薬品を活用しましょう。
〇同じ病気でいくつものお医者さんを受
診するのはやめましょう。
〇急病のとき以外は、診療時間内に受診
しましょう。

医療費の適正化のために

マイナンバーについての
お問い合わせ

マイナンバーカードが保険証として利用できるようになります

　医療費は60代から年代が上がる
ごとに急激に高くなっています。
60代以降に発症しやすい生活習慣
病やがんなどは、40・50代から特
定健診やがん検診を受け、生活習
慣の改善や病気の早期発見・早期
治療を行うことで、将来の金銭的
な負担（治療費）や身体的負担（手
術・リハビリ等）を軽減できます。

ここが大切！

令和３年３月
（予定）から

マイナンバーPRキャラクター
マイナちゃん

マイナンバーカードの交付申請方法
【インターネット申請】
　スマートフォンやパソコンで「個人番号カード交付申請書」の下部にある
二次元コードを読み取り、必要事項を入力の上、顔写真のデータを添付し、
申請してください。
【郵送による申請】
　すでに送付されている個人番号通知カードに付いている「個人番号カード
交付申請書」に必要事項を記入の上、顔写真を貼り、同封の返信用封筒に入
れてポストに投函してください。
※�「個人番号カード交付申請書」を紛失した場合は、新しい申請書を発行し
ますので市民課（☎内線345）へお問い合わせください。

おすすめ！
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▲公共交通を積極的に利用しましょう

環境に関する市民意識調査の
� 結果をお知らせします

　山形市では、「山形市環境基本計画」に基づき、良好な地球環境・生活環境・自然環境を保全し、未
来の子どもたちに引き継ぐため各環境施策に取り組んできました。同計画の策定から10年が経過し、
本年度で最終年度を迎えることから、現在、新たな環境計画の策定に向け準備を進めています。
　今号では、今後の環境施策の参考とするため実施しました「環境に関する市民意識調査」の結果（抜粋）
についてお知らせします。� �問　 環境課　☎内線６79

調査概要
【調査対象】18歳以上の市民2,000人（無作為抽出）
【調査期間】令和２年２月10日～３月13日

■ 環境をよくするために実践していること
　環境をよくするために、節水、マイバッグ持参、ごみの資源への分別などについて、多くの市民が実践していること
が分かりました。一方、割り箸の利用の自粛や公共交通の利用などは、実践が困難と考える市民が多いことがうかがえ
ました。

実践している人が多いこと
水を出しっぱなしにしないようにしている 95.1％

マイバックを持参している 94.3％

ごみと資源の分別を徹底している 93.2％

ごみのポイ捨てをしない 91.4％

台所の排水にごみが混ざらないよう工夫している 91.3％

実践している人が少ないこと
割り箸の使用を自粛しマイ箸を使用している 7.2％

自家用車よりも公共交通を利用するようにしている 12.5％

生ごみを堆肥として利用している 12.9％

■ 国民運動「C
ク ー ル
OOL C

チ ョ イ ス
HOICE＝（賢い選択）」の認知度

　山形市では、地球温暖化防止のために、モノやサービスの購入や、行動する際に、快適
性を確保しながらより環境に良いものを賢く選択する、国民運動「COOL�CHOICE」を
推進しています。その取り組みに関する認知度は、「知らない」との回答が７割程を占め、
低い割合となりました。
　マイバッグ持参や節電などの身近な生活の賢い選択は、調査結果から多くの市民が実践
しています。更に、家電や自動車、住宅を購入する際に省エネ型を選択することなど、さ
まざまな賢い選択を紹介し、国民運動「COOL�CHOICE」の普及拡大に努めていきます。

【調査方法】郵送による発送・回収
【回収結果】1,020件（51.0％）
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▲街なかを潤す水環境（七日町御殿堰）

■ 環境保全の優先度
　「環境保全」と「産業・都市開発」「生活利便性」「経済的負担」のどちらを優先すべきかの設問に対しての結果を、平
成22年度と比較したところ、「産業・都市開発」と「経済的負担」については「環境保全」を優先すべきという回答が
増えた一方、「生活利便性」については「環境保全」より優先するという回答が増えています。環境保全を重要視する考
え方が広がっており、生活の利便性を損なわず取り組める対策が求められているといえます。

■ 環境問題全般
　「住まいの周辺環境」「山形市の自然環境」「地球温暖化
対策などの環境問題」について、取り組みが重要である
と思う点と現状評価（満足度）について質問しました。
　その結果、「住まいの周辺環境」については、重要度、
満足度ともに高い傾向にあり、環境は良好であるという
評価を得ていることがわかりました。
　「山形市の自然環境」については、自然環境の豊かさや
自然とのふれあいについての満足度は高いものの、近年、
イノシシ・クマなどによる農作物被害が増加しているこ
となどから、野生動物への対策や野生動植物の生息環境
の保全の満足度が低い傾向がみられました。
　「地球温暖化などの環境問題」については、重要度は高い傾向に対し、全ての項目について満足度が低い傾向となって
います。これは、設問項目が気候変動、海洋プラスチック問題、オゾン層の保護など、地球規模の問題となることから
評価が難しいことなどが要因と考えられますが、今後、こうした分野での取り組みが特に求められています。

■ 平成22年度調査結果との比較
　「住まいの周辺環境」と「山形市の自然環境」については、ほとんどの項目で「満足」「やや満足」の比率が平成22年
度の調査結果より高くなっています。一方、利便性や市全体の自然に対する項目に関する満足度は低くなっており、公
共交通や自然とのふれあいの場の充実への意向などが高まっている傾向がみられます。

満足度が高くなった主な項目 Ｈ22 Ｒ２ 比較
ごみやし尿処理が適切で衛生的であること（衛生面） 60.9％ 83.2％ 22.3扌

まちが清潔であること（美化） 59.3％ 71.1％ 11.8扌

空気がきれいであること（大気、悪臭） 70.9％ 81.8％ 10.9扌

災害等の危険が少ないこと（安全面） 63.6％ 73.8％ 10.2扌

川、水路がきれいであること（水質） 49.0％ 58.5％ 9.5扌

満足度が低くなった主な項目 Ｈ22 Ｒ２ 比較
日常の買い物、通勤、医療機関の受診等の利便がよいこと（利便性） 62.1％ 60.4％ 1.7➡

市全体の自然環境が豊かであること 63.0％ 61.6％ 1.4➡

自然とふれあう機会や場所が沢山あること 58.2％ 57.6％ 0.6➡

～調査にご協力いただいた市民の皆さん、誠にありがとうございました～
　市民の皆さんからご回答いただいた情報は、新たな環境基本計画策定の基礎資料とするとともに、
今後の環境施策を検討する際の大切な基礎資料として活用していきます。
　このたび掲載した内容は、調査の集計と分析をした結果の一部となります。詳しくは、
市ホームページをご覧ください。
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秋
空
の
下
で
ラ
ン
ニ
ン
グ

　

山
形
市
の
魅
力
や
観
光
名
所
を
ま
る
ご

と
堪
能
で
き
る
ツ
ア
ー
ラ
ン
ニ
ン
グ
が
、
10

月
３
日
・
４
日
に
蔵
王
、
10
月
11
日
に
市

街
地
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
の
ま
る
ご
と
マ
ラ
ソ
ン
は
延
期
と

な
り
ま
し
た
が
、
大
会
実
行
委
員
会
の
「
秋

の
山
形
路
で
マ
ラ
ソ
ン
を
楽
し
ん
で
ほ
し

い
」
と
い
う
思
い
か
ら
、
特
別
企
画
と
し

て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
開
催
日
は
秋
晴

れ
と
な
り
、
参
加
し
た
人
は
青
空
と
色
づ

い
た
木
々
の
コ
ン
ト
ラ
ス
ト
に
癒
さ
れ
な

が
ら
走
っ
て
い
ま
し
た
。

▲ 芋煮特別セットの購入
はこちらから

ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
で
快
適
に
芋
煮
を
堪
能
！

　
９
月
20
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

の
影
響
で
中
止
と
な
っ
た
「
日
本
一
の
芋
煮
会

フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
「
ド
ラ

イ
ブ
ス
ル
ー
で
芋
に
恋
し
て
」
が
山
形
市
反
田

橋
付
近
の
須
川
河
畔
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
芋
煮
4
人
前
と
持
ち
帰
り
用
ト
ー
ト
バ
ッ

グ
、
ハ
ン
カ
チ
タ
オ
ル
な
ど
が
セ
ッ
ト
に

な
っ
て
い
て
、
予
約
し
た
人
限
定
で
１
、

０
０
０
セ
ッ
ト
を
ド
ラ
イ
ブ
ス
ル
ー
形
式
で

販
売
し
ま
し
た
。
現
在
、
芋
煮
マ
ン
グ
ッ
ズ

が
付
い
た
芋
煮
特
別
セ
ッ
ト
を
数
量
限
定
で

ネ
ッ
ト
販
売
し
て
い
ま
す
。

　
10
月
11
日
、
市
総
合
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー

で
山
形
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
に
ち

な
ん
だ
イ
ベ
ン
ト
や
パ
ネ
ル
展
示
、
ボ
ク

シ
ン
グ
岡
沢
セ
オ
ン
選
手
の
ト
ー
ク

シ
ョ
ー
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
の
魅
力
が
詰
ま
っ

た
盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
年
は
在
宅
参
加
型
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
も

用
意
し
、
自
宅
に
い
な
が
ら
気
軽
に
体
を

動
か
せ
る
ヨ
ガ
体
験
や
プ
ロ
ス
ポ
ー
ツ

チ
ー
ム
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
動
画
も
配
信
さ
れ

ま
し
た
。

今
年
は「
密
」を
避
け
て
ス
ポ
ー
ツ

▲セオン選手の体力測定チャレンジ

▲10月11日の様子

▲10月４日の様子
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渡
部
市
美
さ
ん

S
U
K
S
K
参
加
者

最
高
齢

わ
た
な
べ

ス
ク
ス
ク

い
ち
み

健康長寿、100 歳が目標です！

ク
ロ
ー
ズア
ッ
フ

▲タブレット端末に歩数を登録している様子

歩
い
た
り
、
検
診
受
診
や
健
康
づ

く
り
の
イ
ベ
ン
ト
等
に
参
加
す

る
こ
と
で
ポ
イ
ン
ト
が
も
ら
え
る
「
健

康
ポ
イ
ン
ト
事
業
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
」
を
皆

さ
ん
ご
存
じ
で
す
か
。

　

こ
の
ポ
イ
ン
ト
事
業
に
最
高
齢
と
し

て
開
始
当
初
か
ら
参
加
さ
れ
て
い
る
の

が
、
渡
部
市
美
さ
ん
で
す
。

　
「
歩
く
こ
と
が
好
き
で
、
毎
朝
５
時

か
ら
２
時
間
、
ご
み
拾
い
を
し
な
が
ら
、

１
万
歩
歩
く
こ
と
を
日
課
に
し
て
い
ま

す
。
１
万
歩
に
届
か
な
い
時
は
、
夕
方

に
も
歩
き
ま
す
が
、
昨
日
は
２
万
歩
歩

き
ま
し
た
」
と
楽
し
そ
う
に
話
す
渡
部

さ
ん
は
、
御
年
94
歳
で
す
。

　

事
業
に
参
加
し
た
き
っ
か
け
を
尋
ね

る
と
「
健
康
づ
く
り
に
関
心
が
あ
り
、

普
段
か
ら
よ
く
歩
い
て
い
る
の
で
、
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
と
思
い
、
申
し
込
み
ま

し
た
。
歩
数
計
を
使
っ
て
参
加
し
て
い

る
の
で
、
時
々
保
健
所
へ
歩
数
の
登
録

に
行
く
の
が
楽
し
み
に
な
っ
て
い
ま
す
。

歩
く
こ
と
以
外
に
も
、
栄
養
バ
ラ
ン
ス

ア
ッ
プ
講
座
な
ど
に
も
参
加
し
て
い
ま

す
」
と
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　
「
先
日
、
保
健
所
に
行
っ
て
歩
数
を
登

録
し
た
と
こ
ろ
80
代
以
上
の
ラ
ン
キ
ン

グ
で
は
１
位
だ
っ
た
の
で
、
と
て
も
驚

き
ま
し
た
。
毎
日
の
歩
数
を
保
健
所
に

置
い
て
あ
る
機
械
で
確
認
で
き
る
の
で
、

目
標
が
は
っ
き
り
し
ま
す
。
市
の
美
化

推
進
委
員
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
市
役

所
で
会
議
が
あ
る
時
は
歩
い
て
行
き
ま

す
。
今
、
私
が
健
康
な
の
は
、
健
康
に

な
る
た
め
の
種
を
蒔ま

い
た
か
ら
だ
と
思

い
ま
す
」
と
話
す
渡
部
さ
ん
の
言
葉
か

ら
健
康
に
対
す
る
意
識
の
高
さ
が
伺
え

ま
し
た
。

　

こ
れ
か
ら
の
目
標
を
尋
ね
る
と
「
車

な
ど
便
利
な
も
の
に
頼
っ
て
生
活
し
て

い
る
と
、
歩
か
な
く
な
り
足
腰
が
弱
く

な
っ
て
く
る
の
で
、
バ
ラ
ン
ス
の
取
れ

た
食
事
と
運
動
、
ス
ト
レ
ス
を
溜た

め
な

い
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
。
楽
し

く
運
動
す
る
こ
と
が
継
続
の
秘
訣け
つ

で
あ

り
、
楽
し
く
歩
い
て
健
康
長
寿
１
０
０

歳
を
目
指
し
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
笑

顔
で
答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

ス
ポ
ー
ツ
の
秋
、
皆
さ
ん
も
健
康
ポ

イ
ン
ト
事
業
Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ
に
参
加
し
て
、

健
康
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
み
ま
せ
ん

か
。
ポ
イ
ン
ト
対
象
事
業
は
、
広
報
や

ま
が
た
で
随
時
お
知
ら
せ
し
ま
す
の
で
、

ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

SUKSKの
登録は
こちらから▲
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ご
案
内

令
和
３
年
成
人
の
祝
賀
式
に
参
加
さ
れ

る
新
成
人
の
皆
さ
ん
へ

　
令
和
３
年
１
月
10
日
に
開
催
を
予
定
し
て
い

た
「
成
人
の
祝
賀
式
」
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
拡
大
防
止
の
た
め
、
令
和
３
年

５
月
２
日
㈰
に
延
期
し
、
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン

グ
を
会
場
に
開
催
し
ま
す
。

　
式
典
は
、
市
内
南
北
エ
リ
ア
の
中
学
校
区
に

分
け
、
午
前
・
午
後
の
２
回
実
施
し
ま
す
。

〈
午
前
の
部
：
北
エ
リ
ア
〉
午
前
11
時
～

　
第
二
中
、
第
三
中
、
第
四
中
、
第
五
中
、
第

七
中
、金
井
中
、高
楯
中
、山
寺
中
を
卒
業
し
た
方

〈
午
後
の
部
：
南
エ
リ
ア
〉
午
後
２
時
～

　
第
一
中
、
第
六
中
、
第
八
中
、
第
九
中
、
第

十
中
、
蔵
王
第
一
中
、
蔵
王
第
二
中
、
山
大
付

属
中
を
卒
業
し
た
方

※
市
外
の
中
学
校
を
卒
業
し
た
方
は
、
現
住
所

の
該
当
エ
リ
ア
で
参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

　
就
学
・
就
職
等
に
よ
り
市
外
に
住
民
票
が

あ
る
方
は
、
案
内
状
送
付
先
の
登
録
を
行
う

た
め
、
社
会
教
育
青
少
年
課
へ
ご
連
絡
く
だ

さ
い
。
参
加
す
る
に
当
た
っ
て
の
留
意
事
項

等
、
詳
し
く
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
。

▪問
社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
４
５
８
）

12
月
市
議
会
定
例
会

▪時
11
月
26
日
㈭
～
12
月
11
日
㈮
（
予
定
）

▪内
議
員
に
よ
る
市
政
に
関
す
る
一
般
質
問
は
、

12
月
１
日
㈫
・
２
日
㈬
の
２
日
間
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。
本
会
議
、
予
算
委
員
会
、

全
員
協
議
会
は
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で

生
中
継
・
録
画
配
信
し
て
い
ま
す
。

※
詳
し
い
日
程
お
よ
び
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
中
継

に
つ
い
て
は
、
山
形
市
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪問
議
会
事
務
局
議
事
課
（
☎
６
４
２－

８
４ 

０
４
）

電
話
機
の
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
（
ハ
ン

ズ
フ
リ
ー
通
話
）
機
能
の
活
用

　
１
１
９
番
通
報
を
受
け
た
指
令
員
は
、
内
容

か
ら
傷
病
者
の
状
態
が
重
症
で
あ
る
場
合
や
、

緊
急
度
が
高
い
と
判
断
し
た
場
合
に
、
口
頭
指

導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
救
急
車
が
到
着
す
る
ま

で
、
通
報
者
や
そ
の
場
に
居
合
わ
せ
た
方
（
バ

イ
ス
タ
ン
ダ
ー
）
へ
心
肺
蘇
生
法
や
止
血
法
な

ど
、
応
急
手
当
の
や
り
方
を
お
伝
え
し
ま
す
。

「
ス
ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
」に
切
り
替
え
る
こ
と
で
、

両
手
を
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
、
効
果
的
な
応

急
手
当
が
可
能
と
な
り
ま
す
。
ス
ム
ー
ズ
に
ス

ピ
ー
カ
ー
モ
ー
ド
に
切
り
替
え
が
で
き
る
よ
う

固
定
電
話
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
等
の
機
能
を
確

認
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

▪問
消
防
本
部
通
信
指
令
課
（
☎
６
３
４－

１ 

１
９
８
）

「
コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
」
フ
ラ
ッ
グ
・

ポ
ス
タ
ー
の
配
布
対
象
業
種
を
拡
大

　
市
保
健
所
の
通
知
や
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

基
づ
く
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
を

実
施
す
る
店
舗
に
、「
コ
ロ
ナ
対
策
宣
言
店
」

フ
ラ
ッ
グ
お
よ
び
ポ
ス
タ
ー
（
自
己
申
告
に
よ

る
感
染
症
対
策
実
施
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
付
き
）

を
送
付
し
ま
す
。

▪対
市
内
に
事
業
所
を
持
つ
事
業
者
（
原
則
と

し
て
全
業
種
が
対
象
）

▪申
令
和
３
年
２
月
28
日
ま
で
に
、
申
請
書
を

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
の

上
、
次
の
い
ず
れ
か
の
方
法
で

〈
郵
送
〉
〒
９
９
０－

０
０
３
１
十
日
町
２

－

３－

35 
新
・
生
活
様
式
対
応
コ
ロ
ナ
対

策
宣
言
店
Ｐ
Ｒ
事
業
事
務
局

〈
Ｆ
Ａ
Ｘ
〉

６
３
５－

６
０
１
８

〈
Ｅ
メ
ー
ル
〉info@

sengenten.jp

▪問
山
形
ブ
ラ
ン
ド
推
進
課（
☎
内
線
４
１
３
）

11
月
は
「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」

　
し
つ
け
で
も
、
子
ど
も
へ
の
体
罰
は
法
律
で

禁
止
さ
れ
て
い
ま
す
。
体
罰
や
暴
言
が
繰
り
返

さ
れ
る
と
、
子
ど
も
の
心
身
の
成
長
・
発
達
に

悪
影
響
が
生
じ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　
虐
待
が
疑
わ
れ
る
子
ど
も
に
つ
い
て
、
ご
連

絡
を
い
た
だ
い
た
場
合
は
、
子
ど
も
の
安
全
確

認
を
行
い
ま
す
。
出
産
・
子
育
て
の
相
談
に
も

応
じ
ま
す
。
匿
名
で
の
相
談
も
可
能
で
す
。

【
相
談
連
絡
先
】

児
童
相
談
所
全
国
共
通
ダ
イ
ヤ
ル 

☎
１
８
９

家
庭
支
援
課 

☎
６
４
１－

３
６
３
６
（
直
通
）

県
中
央
児
童
相
談
所 

☎
６
２
７－

１
１
９
５

〈
オ
レ
ン
ジ
リ
ボ
ン
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
〉

　
児
童
虐
待
の
防
止
を
促
進
す
る
た
め
、
関
連

情
報
の
紹
介
を
行
い
ま
す
。

▪時
・
▪所
11
月
９
日
㈪
～
13
日
㈮
市
役
所
１

階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ホ
ー
ル

▪問
家
庭
支
援
課
（
☎
内
線
５
７
４
）

11
月
１
日
～
10
日
は
「
高
齢
者
の
交
通

事
故
防
止
推
進
強
化
旬
間
」

〈
運
動
の
重
点
〉
夕
暮
れ
時
の
交
通
事
故
防
止

　
次
の
こ
と
を
み
ん
な
で
実
践
し
て
、
交
通
事

故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

山形市からの
お知らせ

山形市役所
〒990-8540 旅篭町二丁目3番25号

☎641-1212（代表）
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◆パネル展示

▪時 ・▪所 11月12日㈭～25日㈬
市男女共同参画センター「ファーラ」

▪時 ・▪所 11月16日㈪～19日㈭午前８時30分～午
後５時15分（19日㈭は午前中のみ）
市役所１階エントランスホール

◆女性の人権ホットライン強化週間（DV、ストーカ
ー被害、離婚、職場の男女差別など）

▪問 山形地方法務局人権擁護課　☎625-1321（代表）
【電話相談窓口】☎0570-070-810（山形地方法務局内)

▪時 11月12日㈭～18日㈬午前８時30分～午後７時
11月14日㈯・15日㈰午前10時～午後５時

（強化週間のほかは、月～金曜日午前８時30分～
午後５時15分も実施しています）

【人権擁護委員による女性のための人権相談所】

▪時 ・▪所 11月14日㈯午前10時～午後３時
市総合福祉センター

11月12日～25日は「女性に対する暴力をなくす運動」期間
� ▪問 市男女共同参画センター　☎645-8077

　新型コロナウイルス感染症の拡大を防止するため、掲載イベント等が中止や延期になる可能性があります。
開催状況については、各イベント等の問い合わせ先に確認してください。

【お願い】イベントに参加される場合は、マスクの着用にご協力ください。

市主催・共催のイベント等
で中止・延期となったもの
については、こちらから→

11
月
９
日
～
15
日
は
秋
の
火
災
予
防
運
動

「
そ
の
火
事
を�

防
ぐ
あ
な
た
に�

金
メ
ダ
ル
」

　

こ
れ
か
ら
暖
房
機
器
の
使
用
な
ど
火
気
の

取
り
扱
い
が
増
え
、
火
災
の
発
生
し
や
す
い
時

季
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
全
国
一
斉
に
「
秋
季
火

災
予
防
運
動
」
が
実
施
さ
れ
ま
す
。

　
大
切
な
ご
家
族
の
命
を
守
る
た
め
、
住
宅
用

火
災
警
報
器
を
適
正
な
位
置
へ
設
置
し
、
定
期

的
に
作
動
試
験
を
行
い
ま
し
ょ
う
。
電
池
切
れ

や
故
障
で
作
動
し
な
い
場
合
は
、
速
や
か
に
交

換
し
て
く
だ
さ
い
。

▪問
消
防
本
部
予
防
課（
☎
６
３
４－
１
１
９
５
）

11
月

い
い

30
日

み
ら
い

は
「
年
金
の
日
」

　
年
金
記
録
や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確

認
し
、
未
来
の
生
活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み

ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
で
は
、
い

つ
で
も
自
分
の
年
金
記
録
を
確
認
で
き
る
ほ
か
、

将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
に
つ
い
て
自
分
の
年

金
記
録
を
基
に
さ
ま
ざ
ま
な
パ
タ
ー
ン
の
試
算

都
市
計
画
審
議
会
の
傍
聴

▪時
11
月
20
日
㈮
午
前
10
時
30
分
～

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪内
〈
議
事
〉
議
第
１
号　
山
形
広
域
都
市
計

画
道
路
の
変
更
（
山
形
県
決
定
）

〈
報
告
〉
山
形
市
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ

ラ
ン
地
域
別
構
想
に
つ
い
て
、
景
観
重
点

検
討
地
区
の
指
定
に
向
け
た
取
り
組
み
状

況
に
つ
い
て

▪問
ま
ち
づ
く
り
政
策
課
（
☎
内
線
５
１
９
）

排
水
設
備
工
事
責
任
技
術
者
登
録
の
更
新

　
山
形
県
下
水
道
協
会
に
登
録
の
有
効
期
限
が

令
和
３
年
（
平
成
33
年
）
３
月
31
日
ま
で
の
方

は
、
所
属
指
定
工
事
店
所
在
地
の
市
町
村
で
更

新
の
手
続
き
が
必
要
で
す
。

▪内
〈
必
要
な
手
続
き
〉
登
録
更
新
の
申
請
、

書
面
に
よ
る
更
新
講
習
会
の
受
講

▪申
11
月
２
日
～
30
日
に
、
直
接
上
下
水
道
部

３
階
下
水
道
建
設
課
へ

▪問
上
下
水
道
部
下
水
道
建
設
課
（
☎
６
４
５

－

１
１
７
７
）

・
早
め
の
ヘ
ッ
ド
ラ
イ
ト
点
灯
と
ハ
イ
ビ
ー
ム

の
積
極
的
活
用

・
横
断
者
が
い
た
ら
し
っ
か
り
停
止
し
、
安
全

に
横
断
さ
せ
る

・
道
路
を
横
断
す
る
と
き
は
、
手
や
旗
で
意
思

表
示
し
、
し
っ
か
り
安
全
確
認

・
夕
暮
れ
時
か
ら
の
外
出
は
、
明
る
い
色
の
衣

服
と
夜
光
反
射
材
を
着
用

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
８
７
）

を
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
４
０
２
）

■市男女共同参画センター「ファーラ」 ☎645－8077

▪時 月～日曜日　午前８時30分～午後５時15分（年
末年始、祝日を除く）

■家庭支援課　☎内線579

▪時 月～金曜日　午前８時30分～午後５時15分（年
末年始、祝日を除く）

※一般相談・法律相談は、19ページをご覧ください。DVに関する相談窓口

水
道
メ
ー
タ
ー
取
り
換
え
（
11
月
分
）

▪内
飯
田
三
～
五
丁
目
、
小
白
川
町
一
丁
目

▪問
上
下
水
道
部
業
務
課
（
☎
６
４
５－

１
１ 

７
７
）

「パープルリボン」は
女性に対する暴力の
根絶のシンボルです。
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募　
集

自
衛
官
候
補
生
（
男
子
・
女
子
）
募
集

▪対
18
歳
以
上
33
歳
未
満

▪申
11
月
７
日
～
12
月
４
日

【
自
衛
官
採
用
制
度
説
明
会
】

▪時
11
月
２
日
㈪
～
30
日
㈪
午
後
５
時
～
７
時

（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除
く
）

▪所
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
南
原
町
）

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
山
形
募
集
案
内
所
（
☎

６
３
４－

３
４
３
９
）
へ
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▪問
市
民
課
（
☎
内
線
３
４
２
）

「
出
会
い
ほ
の
ぼ
の
応
援
し
隊
」
募
集

（
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
）

　
理
容
店
・
美
容
室
を
利
用
す
る
お
客
さ
ん
が

結
婚
に
前
向
き
に
な
れ
る
よ
う
、
結
婚
を
応
援

す
る
サ
ポ
ー
タ
ー
「
出
会
い
ほ
の
ぼ
の
応
援
し

隊
」
と
し
て
、
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ

ン
タ
ー
の
紹
介
な
ど
に
協
力
し
て
も
ら
え
る
理

容
店
・
美
容
室
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

▪申
や
ま
が
た
出
会
い
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事

務
所
（
☎
６
１
５－

８
７
５
５
）
へ

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

結
婚
相
談
会

▪時
11
月
18
日
㈬
午
前
10
時
～
午
後
３
時
（
正

午
～
午
後
１
時
を
除
く
）

▪所
市
役
所
７
階
７
０
１
Ａ
会
議
室

▪内
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
仲
人
に
よ
る
結
婚
相
談

▪対
結
婚
を
望
む
20
歳
以
上
の
独
身
男
女
や
そ

の
家
族
等
20
人
程
度

▪申
相
談
会
当
日
ま
で
に
、
電
話
で
企
画
調
整

課
へ

▪問
企
画
調
整
課
（
☎
内
線
２
２
２
）

市
営
住
宅
入
居
者
募
集

▪内
〈
募
集
住
宅
〉

【
一
般
向
け
】
薬
師
町
ア
パ
ー
ト
２
Ｄ
Ｋ

…
１
戸
（
高
齢
者
用
、
60
歳
以
上
の
単
身

可
）、
銅
町
ア
パ
ー
ト
２
Ｄ
Ｋ
…
１
戸
、

中
桜
田
ア
パ
ー
ト
２
Ｌ
Ｄ
Ｋ
…
１
戸
、
末

広
・
松
原
・
飯
田
・
南
ヶ
丘
・
北
部
・
松

山
・
飯
塚
・
あ
ず
ま
町
ア
パ
ー
ト
３
Ｄ
Ｋ

…
各
１
戸

【
高
齢
・
母
子
家
庭
等
へ
の
割
り
当
て
住

宅
】
南
山
形
ア
パ
ー
ト
２
Ｄ
Ｋ
…
１
戸

▪申
11
月
２
日
～
16
日
に
、
市
営
住
宅
管
理
セ

ン
タ
ー
へ

※
そ
の
他
、
随
時
申
し
込
み
で
き
る
住
宅
も
あ

り
ま
す
。
詳
し
く
は
、
市
営
住
宅
管
理
セ
ン

タ
ー
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
市
営
住
宅
管
理
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
７
３－

０
３
０
０
）

補　
助

新
・
生
活
様
式
対
応
支
援
補
助
金
の
対

象
業
種
を
拡
大

　
感
染
症
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
に
向
け
て
、
原

則
と
し
て
全
て
の
業
種
に
対
象
を
拡
大
し
ま
す
。

▪内
〈
補
助
金
額
〉
１
事
業
者
当
た
り
２
～
20 

万
円
（
複
数
店
舗
事
業
者
の
上
限
額
は
30 

万
円
）

▪対
市
内
で
店
舗
を
展
開
し
、
事
業
を
営
む
個

人
事
業
主
ま
た
は
常
時
使
用
す
る
従
業
員

数
が
50
人
以
下
の
中
小
企
業
者

▪申
12
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、山
形
市
新・

生
活
様
式
対
応
支
援
補
助
金
事
務
局
へ

※
詳
し
く
は
、
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
山
形
市
新
・
生
活
様
式
対
応
支
援
補
助
金

コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
（

０
１
２
０－

１
０ 

８－

６
０
１ 

平
日
８
時
30
分
～
午
後
５
時

15
分
）

令
和
２
年
度
就
学
援
助
（
新
入
学
児
童

準
備
金
）
制
度

　
来
春
、
小
学
校
に
ご
入
学
さ
れ
る
お
子
さ
ん

を
対
象
に
、学
校
で
楽
し
く
勉
強
で
き
る
よ
う
、

経
済
的
に
お
困
り
の
ご
家
庭
に
新
入
学
費
用
を

援
助
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
就
学
時
健
康
診
断

資
料
に
同
封
し
て
あ
る
チ
ラ
シ
、
ま
た
は
市
ホ

イ
ベ
ン
ト

第
50
回
人
形
劇
合
同
公
演

▪時
11
月
８
日
㈰
午
前
10
時
～
、
午
後
１
時
30

分
～
（
２
回
公
演
）

▪所
市
民
会
館
小
ホ
ー
ル

▪内
〈
出
演
〉
人
形
劇
サ
ー
ク
ル
と
ん
と
ん
、

人
形
劇
団
ぐ
う
・
ち
ょ
き
・
ぱ
あ
、
人
形

劇
団
あ
・
い

▪問
市
民
会
館
（
☎
６
４
２－

３
１
２
１
）

台
南
市
パ
ネ
ル
展

～
行
っ
た
つ
も
り
で
国
際
交
流
～

　
山
形
市
の
友
好
都
市
で
あ
る
台
南
市
と
の
交

流
の
あ
ゆ
み
や
魅
力
を
紹
介
す
る
パ
ネ
ル
展
を

開
催
し
ま
す
。な
か
な
か
海
外
へ
行
け
な
い
今
、

行
っ
た
つ
も
り
で
台
南
市
に
思
い
を
は
せ
て
み

ま
せ
ん
か
？

▪時
11
月
８
日
㈰
～
13
日
㈮

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
ア
ト
リ
ウ
ム

▪問
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー（
☎
６
４
７－

２
２
７
５
）

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▪申
11
月
２
日
～
27
日
に
、
郵
送
ま
た
は
直
接

学
校
教
育
課
へ

※
ご
不
明
な
点
は
、
学
校
教
育
課
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▪問
学
校
教
育
課
（
☎
内
線
４
８
４
）



山形市からのお知らせ

13 2020.11.1

山
形
ま
る
ご
と
館�

紅
の
蔵
の
催
し

▪問
山
形
ま
る
ご
と
館 

紅
の
蔵
（
☎
６
７
９－

５
１
０
１
）

◆
11
月
の
十
日
市

　
第
２
弾
Ｈ
Ａ
Ｐ
Ｐ
Ｙ
チ
ケ
ッ
ト
プ
レ
ゼ
ン
ト
。

そ
ば
処
・
郷
土
料
理 
紅
山
水
、Cafe&D

ining 
990

を
ご
利
用
の
方
に
抽
選
で
お
食
事
券
が
当

た
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
。

▪時
11
月
10
日
㈫
～
15
日
㈰

◆
山
響
展
～
知
ろ
う
！
学
ぼ
う
！
食
と
温
泉
の

国
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
～

　
東
北
初
の
プ
ロ
・
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
と
し
て
誕

生
し
た
山
形
交
響
楽
団
の
魅
力
を
ご
紹
介
し
ま

す
。▪時

11
月
５
日
㈭
～
令
和
３
年
１
月
11
日（
月・祝
）

旧
済
生
館
本
館
３・
４
階
特
別
公
開

　
通
常
非
公
開
の
旧
済
生
館
本
館
３・
４
階
を

特
別
公
開
し
ま
す
。

▪時
11
月
15
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
午
後
３
時

▪所
市
郷
土
館
（
旧
済
生
館
本
館
）

▪対
先
着
20
人

▪問
社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
６
２
７
）

市
立
図
書
館
の
催
し

▪問
☎
６
２
４－
０
８
２
２

◆
荒
井
幸
博
の
シ
ネ
マ
交
遊
録

　
数
多
く
の
映
画
関
係
者
と
交
流
し
て
き
た
荒

井
幸
博
氏
が
、
思
い
出
に
残
っ
て
い
る
と
っ
て

お
き
の
エ
ピ
ソ
ー
ド
と
映
画
の
楽
し
み
方
を
語

っ
て
く
れ
ま
す
。　

▪時
11
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪所
南
部
公
民
館
３
階
集
会
室

▪講
映
画
評
論
家 

荒
井
幸
博
氏

▪対
先
着
40
人

▪申
11
月
4
日
か
ら
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６ 

２
４－

０
８
２
３
）、
Ｅ
メ
ー
ル
（tosho 

kan@
city.yam

agata-yam
agata.

lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
立
図
書
館
へ

◆
お
は
な
し
の
広
場

▪時
11
月
22
日
㈰
午
前
10
時
30
分
～
11
時

▪講
〈
読
み
手
〉
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
小

荷
駄
の
み
ど
り
か
ら
…
」

▪内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
、
紙
芝
居
上
演
、
本

の
紹
介 
他

▪対
幼
児
～
小
学
生
15
人
程
度

11
月
の
「
ふ
れ
あ
い
金
曜
市
」

〝
１
０
０
円
割
引
券
プ
レ
ゼ
ン
ト
〟

▪時
11
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～
正
午

▪対
先
着
50
人

▪問
山
形
ま
な
び
館
（
☎
６
２
３－

２
２
８
５
）

庄
司
紗
矢
香
＆
ビ
キ
ン
グ
ル
・
オ
ラ
フ

ソ
ン�

デ
ュ
オ
・
リ
サ
イ
タ
ル

▪時
12
月
12
日
㈯
午
後
３
時
～（
午
後
２
時
開

場
）

▪所
山
形
テ
ル
サ

▪内
〈
出
演
〉
バ
イ
オ
リ
ン
：
庄
司
紗
矢
香
、

ピ
ア
ノ
：
ビ
キ
ン
グ
ル
・
オ
ラ
フ
ソ
ン

〈
曲
目
〉
Ｊ
．
Ｓ
．
バ
ッ
ハ
／
バ
イ
オ
リ

ン
・
ソ
ナ
タ
第
５
番 

へ
短
調 

Ｂ
Ｗ
Ｖ 

１
０
１
８
、
Ｂ
．
バ
ル
ト
ー
ク
／
バ
イ
オ

リ
ン
・
ソ
ナ
タ
第
１
番
、
Ｓ
．
プ
ロ
コ
フ

ィ
エ
フ
／
５
つ
の
メ
ロ
デ
ィ
Ｏ
ｐ
．
35
ｂ

ｉ
ｓ
、Ｊ
．
ブ
ラ
ー
ム
ス
／
バ
イ
オ
リ
ン・

ソ
ナ
タ
第
２
番 

イ
長
調 

Ｏ
p
．
１
０
０

▪費
一
般
券
４
、５
０
０
円

ボ
ッ
ク
ス
席
５
、０
０
0
円

学
生
券
２
、０
０
０
円
（
高
校
生
以
下
）

▪問
山
形
テ
ル
サ
（
☎
６
４
６－

６
６
７
７
）

わ
ん
ぱ
く
ウ
イ
ン
タ
ー
キ
ャ
ン
プ

▪時
12
月
19
日
㈯
～
20
日
㈰

▪内
門
松
づ
く
り
、
雪
上
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

▪対
市
内
小
学
４
年
生
～
中
学
２
年
生
20
人

（
抽
選
）

▪費
２
、０
０
０
円
程
度

▪持
水
筒
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
軍
手
、
着
替
え
、

洗
面
用
具
、
ス
キ
ー
ウ
エ
ア
、
手
袋
、
帽

子
、
内
ズ
ッ
ク

▪申
11
月
１
日
～
12
月
１
日
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w

.ym
gt.ed.jp/

shizennoie/

）
ま
た
は
電
話
で
市
少
年

自
然
の
家
へ

▪問
市
少
年
自
然
の
家（
☎
６
４
３－

８
５
３
３
）

教
室・講
座

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
７－

２
２
６
０

６
４
７－

２
２
６
１

◆
つ
ぶ
や
き
ホ
ッ
と
サ
ロ
ン

　
社
会
貢
献
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動

や
最
近
の
気
に
な
る
こ
と
に
つ
い
て
、
気
軽
に

お
話
す
る
場
で
す
。

▪時
11
月
11
日
㈬
午
前
10
時
～
正
午

▪申
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル
（center@

yam
agata-npo.jp

）
の
い
ず
れ
か
で

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

◆
は
じ
め
て
の
労
働
基
準
法

▪時
11
月
28
日
㈯
・
29
日
㈰
午
後
２
時
～
４
時

（
ど
ち
ら
か
一
方
の
参
加
も
可
）

▪講
労
働
保
険
事
務
組
合
商
務
セ
ン
タ
ー
所
長 

鈴
木
利
右
エ
門
氏

▪対
労
務
の
実
務
を
担
当
し
て
い
る
方
、
こ
れ

か
ら
担
当
す
る
か
も
し
れ
な
い
方
、興
味・

関
心
が
あ
る
方
な
ど
先
着
20
人

▪申
11
月
25
日
ま
で
に
、
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ

メ
ー
ル
（center@

yam
agata-npo.

jp

）
の
い
ず
れ
か
で
市
民
活
動
支
援
セ
ン

タ
ー
へ
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Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

認
知
症
に
つ
い
て
考
え
る
市
民

セ
ミ
ナ
ー

▪時
11
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
４
時

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階
大
会
議
室

▪講
国
立
病
院
機
構
山
形
病
院
認
知
症
疾
患
医

療
セ
ン
タ
ー
長 

多
田
俊
彦
医
師

▪内
講
演
と
認
知
症
に
関
す
る
パ
ネ
ル
展
示
・

相
談
コ
ー
ナ
ー

▪対
80
人

▪申
11
月
10
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

（

６
２
４－

８
３
９
８
）
で
氏
名
、
ふ
り

が
な
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
を
記
入

の
上
、
長
寿
支
援
課
へ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座

▪時
11
月
17
日
㈫
午
前
10
時
30
分
～
正
午
（
午

前
10
時
か
ら
受
け
付
け
）

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪講
認
知
症
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト

▪対
先
着
40
人

▪申
11
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
８
）

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

お
口
若
返
り
講
座

▪時
11
月
19
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午

後
１
時
開
場
）

▪所
高
瀬
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

▪内
歯
科
医
師
に
よ
る
講
話
と
歯
科
衛
生
士
に

よ
る
口
腔
体
操

▪対
65
歳
以
上
の
市
民
先
着
25
人

▪申
11
月
４
日
か
ら
、
電
話
で
長
寿
支
援
課
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
８
）

普
通
救
命
講
習

▪時
11
月
15
日
㈰
午
前
９
時
～
正
午

▪所
消
防
本
部
東
消
防
署
（
緑
町
）

▪内
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
を
含
め
た
心
肺
蘇
生

法
（
修
了
証
を
発
行
し
ま
す
）

▪対
先
着
20
人
程
度

▪申
電
話
で
救
急
救
命
課
へ
（
平
日
午
前
８
時

30
分
～
午
後
５
時
15
分
）

▪問
消
防
本
部
救
急
救
命
課
（
☎
６
３
４－

１ 

精
神
障
が
い
者
家
族
教
室

▪時
11
月
18
日
㈬
午
後
１
時
30
分
～
３
時
（
午

後
１
時
開
場
）

▪所
市
役
所
11
階
大
会
議
室

▪内
精
神
疾
患
の
あ
る
方
へ
の
接
し
方

▪対
先
着
20
人

▪申
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
地
域
活
動
支
援
セ

ン
タ
ー
お
ー
る
（
☎
６
４
７－

４
２
６
６
、

６
４
７－

４
２
６
８
）
へ

▪問
障
が
い
福
祉
課
（
☎
内
線
５
８
０
）

青
少
年
健
全
育
成
講
演
会

「
思
春
期
の
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
」

▪時
11
月
19
日
㈭
午
後
６
時
15
分
～
８
時

▪所
山
形
ビ
ッ
グ
ウ
イ
ン
グ
２
階
大
会
議
室

▪講
東
北
大
学
大
学
院
教
育
学
研
究
科
・
教
育

学
部 

教
授 

若
島
孔
文
氏

▪対
保
護
者
・
教
員
・
青
少
年
健
全
育
成
に
関

心
の
あ
る
方
先
着
１
５
０
人

▪申
11
月
12
日
ま
で
に
、
電
話
で
社
会
教
育
青

少
年
課
へ

▪問
社
会
教
育
青
少
年
課
（
☎
内
線
６
１
８
）

漬
物
講
座
「
山
形
伝
統
の
青
菜
漬
け
と

お
み
漬
け
の
実
習
・
実
演
」

▪時
11
月
20
日
㈮
〈
午
前
の
部
〉
午
前
10
時
～

11
時
30
分
、〈
午
後
の
部
〉
午
後
２
時
～

３
時
30
分

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

栄
養
バ
ラ
ン
ス
ア
ッ
プ
講
座

～
血
糖
値
に
や
さ
し
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け
る
～

▪時
11
月
20
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
（
午
前
９

時
30
分
か
ら
受
け
付
け
）

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階 

視
聴
覚
室

▪対
20
歳
以
上
の
市
民
先
着
15
人

▪持
健
診
結
果
票
、
電
卓

▪申
電
話
で
健
康
増
進
課
へ

▪問
健
康
増
進
課
（
☎
６
１
６－

７
２
７
３
）

小
児
救
急
講
習
会

▪時
11
月
22
日
㈰
午
前
10
時
～
正
午

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
３
階 

ふ
れ
あ
い
の
間

▪内
小
児
の
急
病
時
の
対
応
方
法
等
と
Ａ
Ｅ
Ｄ

を
用
い
た
心
肺
蘇
生
法
の
講
習

▪対
乳
幼
児
の
保
護
者
な
ど
先
着
20
人

▪申
11
月
19
日
ま
で
に
、電
話
で
保
健
総
務
課
へ

※
１
歳
～
未
就
学
児
の
託
児
有
り（
先
着
６
人
。

11
月
12
日
ま
で
に
要
予
約
）

▪問
保
健
総
務
課
（
☎
６
１
６－

７
２
６
０
）

国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
教
室

▪問
☎
６
４
７－

２
２
７
５

◆
「Read and D

iscuss

」

▪時
11
月
12
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪内This m
onth

w
e w

ill continue 
reading additional excerpts 
from

「The O
ld M

an and the 
Sea

」by
N

obel loreate Ernest 
Hem

ingw
ay.

▪対
６
人

▪申
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

◆
韓
国
語
で
話
そ
う

～
ド
ラ
マ
の
セ
リ
フ
か
ら
学
ぶ
韓
国
語
～

▪時
11
月
14
日
㈯
午
後
１
時
30
分
～
2
時
30
分

▪対
「
ハ
ン
グ
ル
」
が
読
め
る
方
先
着
９
人

▪申
電
話
で
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ

▪問
長
寿
支
援
課
（
☎
内
線
５
６
７
）

１
９
３
）

▪所
市
農
業
研
修
セ
ン
タ
ー
（
東
古
館
）

▪内
青
菜
漬
け
と
お
み
漬
け
つ
く
り
の
ポ
イ
ン
ト

▪対
各
回
先
着
16
人

▪費
８
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾

▪申
11
月
４
日
～
13
日
に
、
電
話
で
市
農
業
振

興
公
社
へ

▪問
市
農
業
振
興
公
社（
☎
６
４
４－

１
６
２
２
）
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Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
体
験
教
室

▪時
11
月
25
日
㈬
午
前
10
時
20
分
～
11
時
20
分

（
午
前
10
時
か
ら
受
け
付
け
）

▪所
霞
城
セ
ン
ト
ラ
ル
５
階 

健
康
増
進
ホ
ー
ル

▪対
20
歳
以
上
の
市
民
先
着
20
人

▪費
40
円
（
保
険
料
）

▪持
内
ズ
ッ
ク
、
タ
オ
ル

▪申
11
月
５
日
か
ら
、
電
話
で
健
康
増
進
課
へ

▪問
健
康
増
進
課
（
☎
６
１
６－

７
２
７
１
）

小
白
川
や
す
ら
ぎ
荘
事
業

「
手
づ
く
り
味み

噌そ

教
室
」

▪時
12
月
３
日
㈭
午
後
２
時
～
４
時

▪内
無
添
加
熟
成
味
噌
づ
く
り
（
約
10
㎏
）

▪対
60
歳
以
上
の
市
民
12
人
（
抽
選
）

▪費
６
、５
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
布
巾

▪申
11
月
19
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
２
５－

２
１
５
０
）、
Ｅ
メ

ー
ル
（fukubunsen@

city.yam
aga 

ta-yam
agata.lg.jp

）
の
い
ず
れ
か
に
、

講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年

齢
を
記
入
の
上
、
〒
９
９
０－

０
０
２
１

小
白
川
町
２－

３－

47
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー

へ
（
直
接
の
申
し
込
み
も
可
）

▪問
福
祉
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
６
４
２－

５
１ 

８
１
）

市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
の
講
座

▪問
☎
６
４
５－

８
０
７
７

◆
「
イ
ク
メ
ン
・
カ
ジ
メ
ン
・
イ
ク
ジ
イ
講
座
」 

パ
パ
と
お
じ
い
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
消
し
ゴ
ム

は
ん
こ
を
作
ろ
う
～
は
ん
こ
で
作
る
ク
リ
ス

マ
ス
カ
ー
ド
～

▪時
12
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪対
幼
稚
園
～
小
学
生
の
子
と
父
ま
た
は
祖
父

10
組

▪費
１
、０
０
０
円
（
材
料
費
）

▪持
汚
れ
て
も
い
い
服
装

▪申
電
話
で
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

11
月
の
花
ご
よ
み

　
色
づ
く
木
の
実
が
見
頃
を
迎
え
ま
す
。

　
キ
タ
コ
ブ
シ
、
ガ
マ
ズ
ミ
、
カ
ン
ボ
ク
、
サ

ン
シ
ョ
ウ
、
サ
ン
シ
ュ
ユ
、
イ
イ
ギ
リ
、
ツ
ル

ウ
メ
モ
ド
キ
、
ウ
メ
モ
ド
キ
、
ム
ラ
サ
キ
シ
キ

ブ
、
ク
サ
ギ
、
ツ
ル
シ
キ
ミ 

な
ど

▲ツルウメモドキ

▲野草園ブログで
最新の開花情報
を発信中です。

公
民
館・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
の
催
し

中
央
公
民
館

▪問
☎
６
２
３－

２
１
５
０

◆
ス
ラ
イ
ド
探
訪
「
寺
町
界
隈
を
歩
く
」

▪時
11
月
26
日
㈭
午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

▪内
寺
町
の
謎
と
特
徴
の
ス
ラ
イ
ド
映
写

▪対
成
人
先
着
25
人

▪申
11
月
４
日
～
20
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

中
央
公
民
館
へ

◆
若
者
限
定　
私
の
紅
茶
探
し
～
初
級
編
～

　
紅
茶
を
学
ん
で
、
自
分
に
ピ
ッ
タ
リ
の
紅
茶

を
見
つ
け
ま
し
ょ
う
！

▪時
11
月
27
日
㈮
午
後
6
時
30
分
～
8
時

▪対
20
～
30
代
の
市
民
12
人

▪費
５
０
０
円
（
紅
茶
3
種
ほ
か
）

▪申
11
月
20
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
中

央
公
民
館
へ

◆
パ
ソ
コ
ン
講
座
「
年
賀
状
を
作
ろ
う
！
」

▪時
12
月
２
日
㈬
～
４
日
㈮
午
後
１
時
30
分
～

３
時
30
分
（
全
３
回
）

▪内
年
賀
状
の
デ
ー
タ
作
成
、
宛
名
の
差
し
込

み
印
刷
（
年
賀
状
印
刷
は
し
ま
せ
ん
）

▪対
マ
ウ
ス
操
作
、
文
字
入
力
が
で
き
る
方
10

人
（
抽
選
）

▪費
８
０
０
円
（
テ
キ
ス
ト
代
）

▪持
ノ
ー
ト
型
パ
ソ
コ
ン

▪申
11
月
15
日
（
必
着
）
ま
で
に
、
は
が
き
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ
（

６
３
３－

９
８
０
４
）

に
講
座
名
、
郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、

年
齢
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
９
９ 

０－

０
０
４
２
七
日
町
１－

２－

39
中
央
公

民
館
へ
（
当
選
者
の
み
、
締
め
切
り
か
ら

10
日
以
内
に
通
知
し
ま
す
）

東
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
２－

５
１
８
１

親
子
ヨ
ガ

▪時
12
月
１
日
㈫
午
前
10
時
～
、
午
前
11
時
～

各
50
分
程
度
（
ど
ち
ら
か
１
回
の
み
）

▪内
産
後
の
骨
盤
を
整
え
る
体
操
と
親
子
の
ふ

れ
あ
い

▪対
３
カ
月
～
１
歳
ま
で
の
お
子
さ
ん
と
母
親

各
回
先
着
５
組

▪持
バ
ス
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト
（
持
っ
て
い

る
方
）

▪申
11
月
20
日
ま
で
に
、電
話
で
東
部
公
民
館
へ

▪問
野
草
園
（
☎
６
３
４－

４
１
２
０
）

（
１
歳
以
上
未
就
学
児
無
料
託
児
有
り
。

先
着
順
。
11
月
25
日
ま
で
要
予
約
）

◆
「
Ｄ
Ｖ
防
止
講
座
②
」 

お
家
時
間
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
改
善
講
座

▪時
12
月
３
日
㈭
午
前
10
時
～
正
午

▪内
家
族
間
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
改
善

方
法
や
、
イ
ラ
イ
ラ
の
解
消
法
な
ど
に
つ

い
て
言
葉
遊
び
を
含
め
な
が
ら
学
ぶ

▪対
先
着
20
人

▪申
電
話
で
市
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
へ

（
1
歳
以
上
未
就
学
児
無
料
託
児
有
り
。

先
着
順
。
11
月
25
日
ま
で
要
予
約
）
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南
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
１－

６
７
０
１

◆
気
軽
に
学
ぶ　
お
茶
講
座

▪時
12
月
９
日
㈬
午
前
10
時
～
（
約
２
時
間
）

▪内
一
年
の
邪
気
を
払
い
、
新
年
を
祝
う
た
め

に
飲
ま
れ
る「
大
福
茶
」を
飲
ん
で
、日
本

茶
の
効
能
・
効
果
や
お
茶
の
種
類
を
学
ぶ

▪対
成
人
先
着
20
人

▪費
６
０
０
円
（
茶
菓
代
）

▪申
11
月
４
日
～
18
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

南
部
公
民
館
へ

◆
ス
ポ
ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
教
室

▪時
11
月
29
日
㈰
午
前
９
時
30
分
～（
約
２
時
間
）

▪内
子
ど
も
た
ち
が
手
軽
に
楽
し
め
る
「
ス
ポ

ー
ツ
チ
ャ
ン
バ
ラ
」
の
仕
方
や
ル
ー
ル
を

学
び
、
実
際
に
ゲ
ー
ム
を
す
る

江
南
公
民
館

▪問
☎
６
８
４－

４
４
２
８

健
康
講
話
「
身
近
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
者
が
い
て
も
感
染
し
な
い
た
め
に
」

▪時
11
月
27
日
㈮
午
前
10
時
～
11
時
30
分

▪内
注
意
点
や
日
常
の
過
ご
し
方
な
ど
に
つ
い

て
学
ぶ

▪対
先
着
30
人

▪申
11
月
19
日
ま
で
に
、
電
話
ま
た
は
直
接
江

南
公
民
館
へ

霞
城
公
民
館

▪問
☎
６
４
３－

２
６
８
７

初
級
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
教
室

▪時
11
月
28
日
㈯
、
12
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
午

前
10
時
～
11
時
30
分

▪所
Ｂ
Ｏ
Ｕ
Ｌ
Ｄ
Ｅ
Ｒ
Ｉ
Ｎ
Ｇ 

Ｈ
Ｏ
Ｕ
Ｓ
Ｅ

３
５
８
（
千
歳
）

▪内
ボ
ル
ダ
リ
ン
グ
の
基
本
や
ル
ー
ル
を
ゲ
ー

ム
方
式
で
学
ぶ

▪対
成
人
先
着
８
人

▪費
３
、９
０
0
円
（
施
設
使
用
料
・
レ
ン
タ

ル
シ
ュ
ー
ズ
代
）

▪申
11
月
４
日
～
21
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

霞
城
公
民
館
へ

元
木
公
民
館

▪問
☎
６
３
１－

６
５
５
１

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆
体
幹
を
き
た
え
よ
う
！

▪時
11
月
21
日
㈯
午
後
３
時
～

▪内
体
幹
を
鍛
え
る
こ
と
に
よ
り
、
身
体
の
さ

ま
ざ
ま
な
機
能
を
よ
り
活
性
化
さ
せ
る
た

め
の
知
識
を
得
る　

▪対
成
人
先
着
10
人

▪申
11
月
10
日
～
18
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ

◆
子
ど
も
ダ
ン
ス
教
室

　
３
回
の
レ
ッ
ス
ン
で
１
曲
の
ダ
ン
ス
を
完
成

西
部
公
民
館

▪問
☎
６
４
５－

１
２
２
３

◆
お
正
月
の
縁
起
物
講
座
Ⅰ
～
手
作
り
の
「
し

め
飾
り
」
で
お
正
月
を
迎
え
よ
う
～

▪時
12
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午

▪対
成
人
先
着
15
人

▪費
１
、６
０
０
円
（
材
料
代
）

▪申
11
月
５
日
～
27
日
に
、
電
話
で
西
部
公
民

館
へ

◆
わ
く
わ
く
ど
き
ど
き
子
ど
も
絵
画
教
室
Ⅱ

ミ
テ
カ
ク
○
○
○

○
○
○
＋プ

ラ
ス

～
見
て
描
く
こ
と
を
楽

し
も
う
Ｐ
ａ
ｒ
ｔ
２
～

▪時
11
月
28
日
㈯
午
前
９
時
30
分
～
11
時
30
分 

▪対
小
学
生
先
着
12
人

▪持
水
彩
画
用
の
道
具
一
式
、
ク
レ
ヨ
ン
、
色

▪対
小
学
生
先
着
15
人

▪持
内
履
き

▪申
11
月
４
日
～
18
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

南
部
公
民
館
へ

Ｓ
Ｕ
Ｋ
Ｓ
Ｋ

ポ
イ
ン
ト
対
象

◆
花
笠
ダ
ン
ベ
ル
健
康
体
操
講
座

▪時
11
月
19
日
㈭
午
前
10
時
～
（
約
１
時
間
）

▪対
成
人
先
着
30
人

▪申
11
月
４
日
～
17
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

南
部
公
民
館
へ

◆
パ
ス
テ
ル
色
あ
そ
び
の
年
賀
状
講
座

▪時
12
月
５
日
㈯
午
前
10
時
～
（
約
２
時
間
）

▪内
パ
ス
テ
ル
ア
ー
ト
の
や
さ
し
い
色
合
い
で

温
か
み
の
あ
る
個
性
的
な
年
賀
状
を
作
る

▪対
小
学
生
先
着
20
人

▪費
１
０
０
円
（
材
料
費
）

▪申
11
月
４
日
～
18
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

南
部
公
民
館
へ

さ
せ
ま
す
。
レ
ッ
ス
ン
最
終
日
は
家
族
の
み
ん

な
に
発
表
し
よ
う
！

▪時
12
月
５
日
㈯
・
12
日
㈯
・
26
日
㈯
午
前
９

時
30
分
～
11
時
30
分
（
全
３
回
）

▪対
全
て
の
回
に
参
加
可
能
な
小
学
１
～
６
年

生
先
着
15
人

▪持
内
ズ
ッ
ク

▪申
11
月
6
日
～
19
日
に
、
電
話
ま
た
は
直
接

元
木
公
民
館
へ　

◆
親
子
ふ
れ
あ
い
教
室

～
ヨ
ガ
で
心
と
体
を
リ
ラ
ッ
ク
ス
！
親
子
の

ス
キ
ン
シ
ッ
プ
を
高
め
ま
し
ょ
う
～

▪時
12
月
１
日
㈫
①
午
前
９
時
45
分
～
10
時
45

分
、
②
午
前
11
時
～
正
午

▪対
親
子
先
着
各
８
組
（
①
３
カ
月
～
ハ
イ
ハ

イ
で
き
る
子
と
保
護
者
、
②
歩
け
る
子
～

３
歳
位
ま
で
の
子
と
保
護
者
）

▪持
バ
ス
タ
オ
ル
１
人
１
枚

▪申
11
月
20
日
ま
で
に
、電
話
で
元
木
公
民
館
へ

鉛
筆
、
芯
が
軟
ら
か
い
鉛
筆
（
２
Ｂ
・
３

Ｂ
）、
消
し
ゴ
ム

▪申
11
月
５
日
～
20
日
に
、
電
話
で
西
部
公
民

館
へ

◆
理
科
実
験
教
室
Ⅰ
こ
れ
は
ビ
ッ
ク
リ
！
～
天

体
コ
マ
づ
く
り
～

▪時
11
月
21
日
㈯
午
前
10
時
～
正
午 

▪対
小
学
生
先
着
12
人
（
低
学
年
は
親
子
で
参

加
し
て
く
だ
さ
い
）

▪費
２
０
０
円
（
材
料
代
）

▪持
作
品
を
持
っ
て
帰
る
袋

▪申
11
月
５
日
～
17
日
に
、
電
話
で
西
部
公
民

館
へ
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市
長
のや
ま

た
が

自慢

　
今
は
放
送
が
終
了
し
て
し
ま
い
ま
し
た
が
、
テ
レ
ビ
で
「
ま
ん
が
日

本
昔
ば
な
し
」と
い
う
番
組
が
あ
り
ま
し
た
。そ
の
中
で
も
紹
介
さ
れ
た
、

「
阿
古
耶
の
松
」
と
い
う
お
話
は
ご
存
じ
で
し
ょ
う
か
。

　
こ
の
民
話
は
、
千
歳
山
の
松
の
精
が
人
間
に
姿
を
変
え
た
「
名
取
左

衛
門
太
郎
」
と
阿
古
耶
姫
と
の
悲
恋
の
お
話
で
す
。
名
取
太
郎
に
姿
を

変
え
た
そ
の
大
木
は
、
名
取
川
に
架
け
る
橋
の
材
料
と
し
て
切
り
倒
さ

れ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
ど
れ
ほ
ど
の
人
が
引
い
て
も
そ
の
地
か
ら
全
く

動
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か
し
阿
古
耶
姫
が
や
っ
て
来
て
促
す
と
、
納

得
し
た
か
の
よ
う
に
す
る
す
る
と
動
き
始
め
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

の
後
、
阿
古
耶
姫
は
伐
採
さ
れ
た
松
の
木
の
跡
に
新
た
に
松
を
植
え
、

供
養
の
た
め
に
庵
を
結
ん
だ
そ
う
で
す
が
、
そ
れ
が
今
の
萬
松
寺
に
つ

な
が
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　
萬
松
寺
の
仏
殿
に
は
、
阿
古
耶
姫
の
前
に
現
れ
笛
を
奏
で
る
名
取
太

郎
と
の
様
子
を
描
い
た
額
が
奉
納
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
仏
殿
の
奥

に
は
阿
古
耶
姫
の
廟び

ょ
う

が
祀ま

つ

ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
さ
ら
に
そ
の
左
手

奥
に
は
二
代
目
と
な
る
阿
古
耶
の
松

が
立
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
虫
害
に

よ
り
伐
採
さ
れ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

今
そ
こ
に
は
若
い
松
が
育
っ
て
い
る

と
の
こ
と
で
す
。

　
あ
の
「
平
家
物
語
」
に
も
登
場
す

る
こ
の
伝
説
に
思
い
を
馳は

せ
な
が
ら
、

千
歳
山
萬
松
寺
に
足
を
運
ん
で
み
て

は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

～
阿あ

古こ

耶や

の
松
～

ユネスコ創造都市

やまがた 便り
�問　 文化振興課　☎内線769

第28回 Creative Café

「Ｈ.Ｐ.ラヴクラフト＆クトゥルー神話を語る
～コズミック・ホラー（宇宙的恐怖）の起源～」

をオンライン配信中です！
　20世紀初期に活躍したアメリカ合衆国の小説家H.P.ラ
ヴクラフトとクトゥルー神話について、佐藤市長が、植
松靖夫氏（東北学院大学英文学科長）、黒木あるじ氏（作家）
と鼎

てい
談した映像を10月31日からオンライン配信してい

ます。ユネスコ創造都市やまがたの公式ホームページで
視聴できますので、皆さん、ぜひご覧ください。

@FilmYamagata で検索

最新情報 
更新中！

地
域

貢献！
チャレンジ

市民
活動

山形市コミュニティファンドの

補助事業として採択された

団体を紹介します。

�問　 企画調整課　☎内線222

　特定非営利活動法人 Ａ Villageは、設立以来、「まちづ
くり、ひとづくり、仕事づくり」をテーマに、コンサー
トやアートセラピー等のイベントなどを通じて、地域の
発展に寄与してきました。平成27年からは婚活事業にも
力を入れて取り組んでいます。
　本年度は山形市コミュニティファンドを活用し、結婚
を望む独身の方々へ出会いの機会を提供するため「2020
やまがたde愛ミーティング」を開催しています。レスト
ランやカフェ等を会場に、感染症予防対策を行いながら
参加者同士が１対１で楽しく交流できる婚活イベントと
なっています。詳しくは、やまがた出会いサポートセン
ターホームページ（http://www.dsc-yamagata.jp）を
ご覧いただくか、お問い合わせください。
�問　 特定非営利活動法人 Ａ Village（担当：鈴木）
☎090－3755－3773
Ｅメール：iid@ma.catvy.ne.jp

特定非営利活動法人 Ａ Village

▲婚活イベントの様子（前年度以前に撮影）

▲鼎談の様子

山
形
市
長

エ ー  ヴ ィ レ ッ ジ

▲萬松寺蔵「傳説阿古耶絵」
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高齢者インフルエンザ予防接種の助成額を増額しました
�時　 ＜助成期間＞令和３年１月31日まで
�所　 市内予防接種協力医療機関
�内　 <助成額>2,500円（※10月１日から1,000円増額）
　　　　　　（�助成額を超えた金額は、自己負担。生活保護世帯、中国残留邦人等給付世帯は健康増進課への事前

申請により無料）
　　　　　　10月12日以降に接種した方は、接種料金から増額後の助成額（2,500円）が差し引かれます。
　　　　　　�10月11日までに接種した方は、増額分の助成額（1,000円）を払い戻します。対象となる方には、

12月中に手続きについての案内を送付します。
�対　  山形市に住民票があり、接種日において①65歳以上の方、または②60歳～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器等の
内部障がいのある方（身体障がい者手帳１級に準じる）

�持　 健康保険証など（生年月日、市民であることが確認できるもの）、②の対象者は身体障がい者手帳
�申　 市内予防接種協力医療機関に「市の高齢者インフルエンザ予防接種を受けたい」と予約
　 ※市外（県内に限る）の医療機関等で接種を希望する方は健康増進課へお問い合わせください。
�問　 健康増進課　☎616－7270

がん患者医療用ウイッグ・
乳房補整具購入費を助成します
　がん治療に伴う脱毛、乳房切除による悩みをサポ
ートするため、医療用ウイッグおよび乳房補整具の
購入費の一部を助成します。
�対　 次の全てに該当する方
・�市内に住所があり、がんと診断され、がん治療を
受けているまたは受けていた方
・�がんの治療に伴う脱毛または乳房の切除により、
就労や社会参加等に支障がある方または恐れのあ
る方
・�ウイッグおよび乳房補整具購入日が平成31年４
月１日以降であること
・�他の法令等に基づく公的助成等を受けていないこと
※�以前に同助成を受けた方は該当になりません（過
去にウイッグの助成を受けていても、乳房補整具
の助成は受けられます）。

�内　  〈助成額〉ウイッグ：�２万円または購入費の２分
の１の額のいずれか低い額

　　　　���乳房補整具：�１万円または購入費の２分
の１の額のいずれか低い額

�持　  脱毛または乳房切除を伴うがん治療を受けてい
るまたは受けていたことを証明する書類（診療
明細書、お薬手帳、手術同意書など）、領収書（レ
シート不可）、本人確認書類（運転免許証、医療
保険証など）、朱肉用印鑑、本人名義の通帳

※�事前に健康増進課へお問い合わせの上、お越しく
ださい。

�問　 健康増進課　☎616－7272

レディース健診
�時　 11月24日㈫、12月16日㈬・25日㈮ほか
�所　 市医師会健診センター（南館）
�内　 すこやか健診と子宮頸

けい
がん検診のセット健診

�対　  20～39歳の女性のうち、本年度偶数歳の方・令
和元年度に子宮頸がん検診を受診していない奇
数歳の方（事前に健康増進課で申請が必要）・子
宮頸がん検診無料クーポンが届いた方各日先着
30人

�費　 3,100円
※�市民税非課税世帯・生活保護世帯の方は朱肉用印
鑑を持参の上、健康増進課での事前申請により
1,500円

�申　  健診の15日前までに、電話で市医師会健診セン
ター（☎645－7222）へ

※１歳以上未就学児の託児有り（先着10人。要予約）
�問　 健康増進課　☎616－7272

ママパパ教室
�時　 11月21日㈯午後１時15分～２時45分頃
　�（午後１時から受け付け）
�所　 霞城セントラル３階大会議室
�内　 助産師、栄養士、歯科衛生士の講話、個別相談
（希望者のみ）
　※�感染症予防のため、体験型の教室はありません。
�対　 初産で妊娠週数25～33週ころの方先着20組
　※�経産婦の方で参加希望の方はご相談ください。
�持　 母子健康手帳、母子健康手帳副読本
�申　 11月５日から、電話で母子保健課へ
�問　 母子保健課　☎647－2280

SUKSK
ポイント対象
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月 の 相 談11
市民相談
�問　 市民相談課 ☎内線240・241

一般相談
月～金曜日�午前８時30分～午後５時15分

土地の利活用相談
月～金曜日�午前９時～午後４時

行政書士相談
９日㈪�午前９時～午後４時

人権・困り事相談
10日㈫�午後１時～４時

土地境界に関する相談
12日㈭�午前10時～午後３時

行政に関する相談
17日㈫�午前10時～午後３時

登記手続相談
1８日㈬�午前10時～午後３時

※�３日（火・祝）・23日（月・祝）を除く（予
約不要）

ファーラ相談室
�問　 市男女共同参画センター
　（ファーラ）☎645-8077

カウンセラーによる一般相談
日曜日�午後２時～５時
月・水曜日�午後２時～７時
火・金曜日�午前９時～正午
木・土曜日�午前９時～午後1時
（３日（火・祝）・23日（月・祝）を除く）

法律相談
13日㈮・20日㈮・27日㈮
午後４時～６時

思春期から更年期までの相談
��助産師による女性の健康、身体の悩み、出
産と育児などの相談をお受けします。

※各相談には事前の予約が必要です。

ふれあい総合相談
�問　 市社会福祉協議会 ☎645-8177

困りごと相談
月～金曜日　�午後１時～４時
（３日（火・祝）・23日（月・祝）を除く）

年金相談
10日㈫�午後１時～４時

税金相談
11日㈬�午後１時～４時

人権相談
19日㈭�午後１時～４時

法律相談
金曜日�午後１時～４時
※�当日正午から、電話（☎６４５－８０６１）で
予約を受け付けます。先着６人で、弁護
士との相談時間は25分です。

各種相談
企業の経営相談
中小企業者の売上増進や販路拡大を支援
します。
▶︎とき…月～金曜日�午前９時～午後５時
▶︎ところ…売上増進支援センターY-biz
▶︎問い合わせ…☎616－7900
※相談には事前の予約が必要です。

総合学習センター教育相談
▶︎とき… 月～金曜日�午前10時～午後４時
　　　�（３日（火・祝）・23日（月・祝）を除く）
▶︎ところ…総合学習センター（電話相談も可）
▶︎問い合わせ…☎645－6182（直通）
※�不登校や学校生活、子育てなどの悩み
相談をお受けします（受け付けは午後
３時30分まで）。

※�メール相談（soudan-y@ymgt.ed.jp）
も受け付けています。

少年相談（電話・メール）
▶︎とき…月～金曜日�午後１時～５時
　　　�（３日（火・祝）・23日（月・祝）を除く）
▶︎ところ…青少年指導センター（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎631－4425（直通）
※�メール相談は市ホームページで24時間
受け付け（返信は平日となります）

障がい児療育相談
▶︎とき…８日㈰�午前10時～正午
▶︎ところ…まんさくの丘
▶︎問い合わせ…☎688－3540
※相談には事前の予約が必要です。

子ども電話相談
▶︎とき…月～金曜日�
　　　��午前８時30分～午後５時15分
　　　�（３日（火・祝）・23日（月・祝）を除く）
▶︎ところ…家庭支援課（来所相談も可）
▶︎問い合わせ…☎641－3636（直通）
※相談には事前の予約が必要です。

外国人専門相談
▶︎とき…４日㈬・18日㈬�
　　　���午前11時～午後３時
▶︎ところ…国際交流センター
▶︎問い合わせ…☎647-2275
※�相談言語…英語、中国語、韓国・朝鮮
語（ベトナム語、タガログ語、ポルト
ガル語、インドネシア語での相談は要
予約）。専門相談では、在留資格、帰化、
永住、婚姻、外国からの呼び寄せ等の
相談を受け付けます。

※�外国人専門相談以外の外国人の方の相
談は随時受け付けています。

消費生活相談
�問　 消費生活センター ☎647-2211

消費生活・多重債務相談
火～日曜日�午前９時～午後５時
（３日（火・祝）・24日㈫を除く）

消費生活法律相談
26日㈭午後２時～４時
※�事前に消費生活相談を受けた方が対象
です。
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健
診
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正
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数
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／
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運
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、
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交
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ま
た
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安
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時
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自
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崩
れ
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最
近
、
大
変
喜
ば
し
い
こ
と
に
、
健
康
管
理
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に
家
庭
で
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を
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ん
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高
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習
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病
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も
留
意
し

て
、
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ん
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っ
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ん
の
発
症
予
防
に
努
め
ま
し
ょ
う
。



20

N
o.1963

■
企
画・編

集
　
　
山
形
市
総
務
部
広
報
課

〒
990-8540　

山
形
市
旅
篭
町
二
丁
目
３
番
25号

TEL（
023）641-1212（

代
表
）　
FAX（

023）641-2535（
広
報
課
直
通
）

公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

https://www.city.yamagata-yamagata.lg.jp/
 11月1

日
号

令
和
2年

山
形
市
役
所

検
索

令和２年
11月1日号

No.1963

広 告


	P1　広報やまがた（11月1日号）
	P2　令和元年度　山形市決算を報告します-1
	P3　令和元年度　山形市決算を報告します-2

	P4　山形市国民健康保険の状況-1
	P5　山形市国民健康保険の状況-2

	P6　環境に関する市民意識調査の結果をお知らせします-1
	P7　環境に関する市民意識調査の結果をお知らせします-2

	P8　ヤマガタシティトピックス
	P9　クローズアップ
	P10　山形市からのお知らせ-1
	P11　山形市からのお知らせ-2
	P12　山形市からのお知らせ-3
	P13　山形市からのお知らせ-4
	P14　山形市からのお知らせ-5
	P15　山形市からのお知らせ-6
	P16　山形市からのお知らせ-7

	P17　市長のやまがた自慢
	P17　地域貢献！チャレンジ市民活動 
　　
	P17　ユネスコ創造都市やまがた便り

	P18　健康ナビ
	P19　10月の相談
	P19　スクスク生活のすすめ

	P20　広告

